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１．本校の沿革・概要

　昭和４年１月，府立高等学校（高等科３年，尋常

科４年）の設置が認可され，同年４月，麹町区永田

町の東京府立第一中学校（現在の都立日比谷高校）

内にて開校する。昭和７年，東京府荏原郡碑衾町

（現在地）に移転する。昭和25年，東京都告示によ

り東京都立大学「附置学校」となり，東京都立大学

附属高等学校と改称する。昭和25年11月，木造校舎

新築に伴い，大学棟から移転し，昭和49年鉄筋校舎

落成，現在に至る。

　本校の教育目標は，人間性をたっとび，「自由と自

治」を重んずる校風のうちに知性と体位を向上さ

せ，品位を陶冶することを目標としている。また，

本校のこれまでの歴史と伝統を大切にしつつ，基

礎・基本の学習の徹底を図るとともに，生徒自らが

学び，自ら考える力を養い，個性の伸長と自主性・

自律性の確立を目指している。また，変化の激しい

現代社会にあって，未来を見据え，心豊かでたくま

しく生きる生徒を育てるために，本校では，大学と

の連携や実習等を重視している。これらの活動を通

して，授業の充実を図り，生徒の学習意欲を高める

（1）都立大学の協力による連続授業，巡検・校外実

習の実施

－学校設定科目「大学探訪」（高大連携・開か　

　れた学校づくり）単位認定を目指して－

　本校では伝統である「真理の追究」，「自由と自治」

を基調とした教育実践の１つとして，また，附属高

校としての高大連携を生かすために，大学教員によ

る連続授業や大学院生チューターによる実習を行っ

ている。この取り組みを通し，「興味・関心に沿った

授業テーマを，現地で学ぶ，専門の研究者から直接

学ぶ」など，生徒の学習意欲の向上や豊かな教養を

身に付けることを目的としている。過去７年間の取

り組みは，校内外でも高く評価され本校の特色の１

つとして欠くことのできない実践となっている。こ

れらの行事には，従来から保護者の参加も自由であ

る。また，平成12年度からは，他校生にも連続授業

を公開し，多様な受講生を受け入れ好評を得てい

る。平成13年度は，この行事をより充実発展させる

ために，都立大学の夏季オープンクラス，都立大学

体験学習を含めて学校設定科目「大学探訪」とし，

単位認定を行っている。

学校紹介

東京都立大学附属高等学校

指導を行っている。

２．本校の特色

　本校では，すべての教職

員が創造性と自発性を発揮

して教育活動に取り組む中

で，生徒１人ひとりの資質

向上を図るとともに，家庭

や地域社会，都立大学，そ

の他の教育機関等との連携

を深め，特色ある学校づく

りなどの教育活動を円滑に

推進している。

平成14年度“特色ある学校づくり”年間計画
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＊大学教員による連続授業

　各学期末考査後の期間を有効に活用して，各教

科，学年行事などに関連した分野の研究者を招き授

業を実施する。

あらかじめ，本校教諭と授業者が授業内容について

十分な打ち合わせをし，高校生向けの資料等を作成

する。さらに事後の指導として，レポート作成を課

し教科学習に生かす。

＊地理巡検・理科実習の実施

　１年生を対象に沼津での地理巡検を行う。２年生

では葉山・大島・長瀞などで理科実習を行う。都立

大学大学院生チュー

ターのサポートを得

て，きめ細かな学習

指導にあたる。

＊都立大学の体験学

習

　毎年，10月頃に２

年生を対象に都立大

学において１日体験

入学を行う。

＊都立大学オープン

ク ラ ス ： 物 理 ， 化

学，生物，地学，地

理

　夏季休業中に都立

大学で行われる高校

生向けの講座を受講

し，さらに，事後の

指導として，レポー

ト作成を課し教科学

習，進路決定に生か

す。

（2）都立大学体験

学習

　骨太の進路指導に

は何が必要か。生徒

みずからが見つけた

「興味と関心」の延

長線上に，進路の方

向を定めるには多く

の不足がある。予備

校等が出す，あまり

大学の先生による授業風景

大学の先生による連続授業



　

にも多くの情報に振り回されている現状。毎日の生

活・学習の中から「発見」のダイナミズムが消えて

いく現状。受験さえ突破すれば良く，突破するため

の受験テクニックを効率よくマスターすることが，

高校での学習の唯一最大の目標となっている現状。

この現状を変えるには何が必要か，個別の高等学校

で何ができるか，附属高校で何処までできるか。こ

れらの問いに関する答えの１つが，都立大学体験学

習である。

　この企画は，平成３年（1991年）から始まり，毎

年新しい企画とともに発展してきた。最初は理学

部・工学部の見学会からスタートしている。都立大

学が目黒に校舎があった時代，両学部の推薦入試に

生徒みずからの意志で積極的に取り組んでもらうこ

とを第一の課題としていた。さらに，都立大学推薦

受験生だけでなく，理学部・工学部への進路を考え

ている生徒も参加して，大学の教育・施設を知るこ

学との連携を図りながら特色ある学校づくりを推進

してきた。平成18年度には，ここに中高一貫の学校

が開校することになっている。今後とも，大学との

連携は，続けていってほしい行事の１つである。

これらの学校紹介は，次の資料を引用・参考にして

いる。

・都立大学教授連続授業の成果と今後への展望

　編集　都立大学附属高等学校　基本問題検討委員会

　　　　　　Ｉ・Ｃ推進事業　報告書　　　1997.6.2.発行

・1998年度都立大学体験学習の記録　

　編集　都立大学附属高等学校　進路指導部・第二学年

　　　　　進路充実事業費　報告書　　　1998.11.30発行

・2002年度連続授業　年間計画　　　

　編集　都立大学附属高等学校　六年制委員会

（文責　東京都立附属高等学校教諭　越智景三）
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とも課題とした。自主的参加が原則であっ

た。

　大学の移転後はこの企画を全学部にひろ

げ，高校２年生全員が，大学で一日授業を

受けることで，「大学とはどんなところで，

何ができそうか」を問うものに変わって

いった。大学見学会とは異なり，「体験」学

習する機会を作ることである。「体験学習」

の内容は，進路問題に関するものだった

り，高校生用にアレンジされた講義が用意

されることが多いが，毎年特色を出す企画

が作られている。1998年からは，大学の日

頃の授業に参加する企画が続いている。こ

れは，大学生と肩を並べることで得られる

ちょっとした大人びた気分と緊張感を得る

ことで，大学を身近に捉えるとともに，目

的を持って挑戦する対象に据えることに繋

がっている。

３．おわりに

　平成３年３月，都立大学が八王子市南大

沢へ全面移転してから，11年の歳月が流れ

た。現在，大学跡地には，目黒区の中央図

書館をはじめ，コンサートホールが完成し

ている。この間，都立大学附属高校は，大

≪大学授業体験（90分）の講義一覧≫と受講人数

☆印は附属高校のための特別講義。


